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文芸 は、具体的な感覚的対象のない想像芸術であるが、その言語表象の中に、官能 ・情緒 ・情
調などの具象的な知覚的世界を多量に含み、一方、思想 とも結びついて芸術形成を遂げようとす
る。絵画は、視空間の芸術で、光 ・色 ・形の三要素の構成す る知覚的世界が具象的空間と物体を
表現するが、その絵画的世界像の中には感情(美 的情調の世界)お よび思惟や想像(思 想性 ・文
芸性)な どを含み、上述の文芸的世界 と重 なり合 う部分が多 く認め られる。
当面の対象となる日本文芸 と日本絵画との場合についてみると、日本の文芸は、もともと和歌
という仔情文芸を中心として発達 してきたので、感情表現ということを文芸の本質とみようとし
て来た。それゆえ、意志や知性によって統制 された構築的な作品よりも、感覚 ・印象や気分 ・情
調によ って統一された作品が多 く、概 して揺情的浪漫的なところにその本質が存 している。日本
の絵画一 とくに本稿が対象とする倭絵(極 彩色の作絵や白描など)は 、陰影を持たない澄明な世
界像をあらわすが、色そのものが余情をたたえて、感覚的世界か ら直 ちに精神的世界の表現に向
かい、陰影による物質世界の再現よりも、それを超脱 した平面の中に情調の美をたたえる結果に
なっている。このように倭絵は、感覚や感情の表現を中心 として対象を拝情化 し、厳 しい構築性
よりも 「もののあはれ」の方 向に傾いてゆ く特質を持 っており、それはそのまま和歌的掃情の世
界につながり、また人聞の世界を描 く物語絵に適合するものなのである。
日本芸術の世界で、文芸 と絵画とはどのような状態で結合しているかについてみると、第一に














画が具体的に彼の文芸作品にいか なる影響を与えているかなど、種 々の問題がとりあげ られる。










第 一 章 絵 画 の文 芸 性 ・恩 想 性
第 一 節 『源 氏物 語 絵 巻 』 の文 芸 性 ・思 想 性
現 存 す る 『源 氏物 語 絵 巻 』の 諸 場 面 を 考 察 し、 原 作(『 源 氏 物 語 』)よ りの場 面 選択 の 意識 や、
画 面構 成 の 意 図 の 中 に 、絵 巻 制 作 者 の文芸 観 ・世 界 観 を 探 ろ う と試 みた が 、 原典 の絵 画 化 の意 識
に 、統 一 性 ・一 貫 性 を見 出す ことの で き ない の が この 絵 巻 の 特 質 で あ る。 しか し、一 見無 統 一 に
み え る こ の絵 巻 の諸 画 面 の 中 に 、か え って平 安 末 期 にお け る 『源 氏 物語 』 理 解 の 姿 が 示 され てい
た の で あ る 。
この絵 巻 に お け る原 典 の絵 画 化 の意 識 に 、 あ る一貫 性 を 見 出 す こ との で き な い 理 由 は 、 この 絵
巻 が一 人 の制 作 者 に よ って 作 られ な か った こ とに あ り、 そ砿1}画 風 、(2)書風 、{3)故 実 に 関す る知
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識 、14順 典 に対 す る文 芸 的 理解 の 程 度 等 の 諸 点か ら、 現在 四種 あ る い は それ 以 上 の制 作 グ ル ー プ
(企 画 者 ・画 家 ・書 家 な どの芸 術 家群)の 存 在 が認 め られ て い る。
一 方
、 この 絵 巻 が 制 作 され た院 政 期初 頭 は 、律 令 国 家体 制 の 動揺 に起 因 す る 社会 的不 安 が末 法
思 想 と結 びつ き 、 上層 貴 族 は 特 に 深 刻 な危 機意 識 に陥 って い た が 、 かか る歴 史 意 識 を、 原 典 理解
の上 で 如 実 に反 映 して い る制 作 グル ー プが、 こ の絵 巻 の 中 に一 つだ け認 め られ た。 それ は 、柏 木
巻 か ら御 法 巻 ま で(こ の 部分 は 中 間 に欠 落 が な くも とか ら一巻 を な して い た)を 担 当 し た グ ル ー
プ で、 書 は 、 上 代連 綿体 の繊 細優 美 な 古典 的 正系 を 示 し、 画 は、 構 図 ・色 彩 ・表 現 ・と も に洗練
され た 美 しさに お い て す ぐれ 、故 実上 の 正確 さに お い て も、全 体 の 趣 味 的統 一 に おい て も 、 この
グ ル ー プの作 品 は一 等 他 を 抜 き ん 出 て い る 。 しか も 、原 典 よ り の場 面 選択 に おい て、光 源 氏 を 中
心 とす る登場 人物 の愛 と生 活 とを 、逃 れ が た い宿 世 の 中 に と らえ、 動か し がた い 現実 の 事 実 に対
す る感 動 が、過 去 の 持 つ歴 史 の 意 味 を 回想 せ しめ 、 ま た、 必 然 的 に 未 来 を も 予 測 せ しめ るよ う
な 場 面 を 構成 して 、平 安 末 期 の深 刻 な時 代 意 識 を 微 妙 に反 映 して い るの で あ る。
この絵 巻 の制 作 は、 白河 上 皇 と 中宮 璋 子 とを 中 心 と した 企 画 で 、 宮廷 の有 力 な人 々が各 巻 の制
作 を 分担 した とい われ て い る が 、か か る時 代 の危 機 意 識 を 原 典 理解 の上 に反 映 し得 た右 の グ ルー
プの 中 心 人物 は 、通 説 の よ うに上 皇 ・中宮 で は な く、 当代 の 要路 に あ った藤 家 の 長 者(関 白忠 実)
で は な い か と推 定 され る 。
引 目鈎 鼻 と い わ れ る眠 る よ う な静 か なた た ず まい を も って 、 今 わ れ われ の 目にふ れ る 『源氏 物
語 絵 巻 』 は 、 そ の文 芸 性 ・思 想 性 を 考 察 す る と き、 『源氏 物 語 』成 立 約100年 後 の 世 相 を、 こ
の よ うに顕 著 に あ らわ して いた の で あ る 。
第二 節 『粉 河 寺 縁 起 絵 巻 』絵 詞 の 文 芸 性
『粉 河 寺 縁 起 絵 巻 』 は 、紀 州粉 河寺 の本 尊観 音 に ま つ わ る霊 験 諺 を 絵 画 化 した もの で あ る。
ま ず 、現 在 、 部 分 的 に焼 損 してい る絵 詞 の 復原 を 試 み 、 この絵 詞 と先 行 資 料群(1}『 粉 河 寺縁 起』
(漢文)〔2)『 粉 河 寺 大攣 都 婆 建立 縁 起 』〔3}『粉河 寺縁 起 』(和 文)〔4〕 「後 白河 法 皇 小 千手 堂 建立
願 文 」 等)と の関 係 を 考 察 して 、絵 詞 が絵 巻 とい う芸 術 様 式 に 参 与す る こ とを 予 知 し、絵 画 と併
存 す る ことを 予 想 して 、 先 行 説 話群 を どの よ うに 取捨 選択 し、 デ フ ォル メを 施 しなが ら現 在 の形
に定 着 してい った カ＼ そ の 成立 の経 路 を 明 らか に した 。
ま た 、 こ の よ うに して成 立 した 絵 詞 の構 成 が、 発端 ・展 開 ・頂 点 ・転 化 ・終 局 とい う、 フ ライ
タ ー ク の五 段 階 説 に合 致 す る劇 的 様 式 を 備 え て い る こ とを 発 見 し、 この 絵 巻 が 、 宗 教 的 目的 に よ
って或 期 間 にお ける 主 人 公 の 運命 を 叙 して宗 教 的結 論 に到 達 し、 詞 ・絵(絵 解)・ 享受 者 の一 体
的 な芸 術 活 動 によ って は じめ て表 現 を獲 得 してい る こ と を述 べ て、 宗 教 的 目的 へ 向 って の 行 動性
・行為 性 とい う様 式徴 標 を 持 つ こと を指 摘 したが 、 この よ う な劇 的 様 式 は 、 説話 絵 巻 一 般 の 中 に
も多 く見 出す こ との で き る性 格 で あ る こ とを も記 した 。 また 、 本絵 巻 の制 作年 代 お よ び 制作 者 に
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弱に陥 ってい る。その理由は、紫式部が、須磨 も明石も住吉も、実際には見ることなしに源氏
の巻々を書いたか らであり、実際には身近にある倭絵屏風の図柄か ら想を得て、地方の舞台を描
いたものと想像 される。例えばr源 氏物語』中に住吉詣が二回(濡 標巻 ・若菜巻下)あ るが、そ
れぞれの描写は、当時行なわれていた二種類の住吉の名所絵の図様と見事に符合する。その他、
北山 ・小野の自然描写などは、何れ も倭絵の風景画や風俗画がその表現の常套とした素材 と配合











上の歌にみ られた表現手法の源流を探ると、 『古今集』時代の屏風歌に求め られ、倭絵屏風へ




例えば歌枕などの題詠歌 において、吉野山も宮城野 も知 らぬ宮廷歌人は、彼等の周辺にあ った
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名 所 絵 屏 風 の 図柄 な どに着 想 を 得 、 一 首 の想 を こ ら した の で あ り、上 の歌 の 作者 の 場合 も、 「晩
霞 」 とい う歌 題 か ら一 面 の屏 風絵 を連 想 し、 そ れ を 面影 と して 、 この よ うな絵 画 的美 世界 を構 成
した も の と思 わ れ る。 す な わ ち、 題詠 歌 に お い て 、絵 画 は 、歌 題 に沈 思 す る歌 人 の脳 裏 に イ メー
ジ と な って 生 き 、 そ れ に伴 って 、絵 画か ら影響 を 受 け た 屏風 歌 の表 現 方 法 も、 重 要 な技 法 と して
一 首 の 形 成 に 参 加 して い る こ とが 了解 され て くる。屏 風 絵 の 画題 、桜 ・帰 雁 ・五 月 雨 … … などが、
そ の ま ま歌 合 の 歌 題 で あ り、 句題 の題 材 で あ った こ とを 思 え ば 、 この 両 者 の親 密 の度 合 が察 せ ら
れ るの で あ る。
平 安 初 期 の 屏風 歌 の場 合 は 、単 に絵 画 中の 感覚 的素 材 を そ の ま ま形 象 化 した り、 また 素 材 を 、
見立 て の 趣 向 な どに使 った りす る作 品 が多 く、必 ず し も豊 か な絵 画 性 を 持 った も の では な か った
が 、平 安 後期 に至 って、 和歌 が屏 風 絵 との合 作 か ら独 立 し、 実 用 的 性格 か らも離 れ て 和歌 独 自の
芸 術 的 世 界を 形 成 して い った時 、絵 画は 、 「歌 合 歌 」 や 「百 首 歌 」 の 歌 題 の詩 的 想 像 の世 界 に 再
び大 き く浮 び上 った の で あ った 。屏 風 歌 よ り も冒 頭 の 例 に示 した よ う な題 詠 歌 の 中 に 、 よ り豊 か
な絵 画性 のあ らわ れ た 理 由 が そ こに あ る 。
第三 節 『玉 葉 和 歌 集』 ・ 「風 雅 和歌 集 』 の叙 景 歌 の絵 画 性
『玉 葉 集』 『風 雅 集 』 に収 め られ てい る京 極 派歌 人 の叙 景 歌 は 、遠 望 的 な風 景 構 成 の歌 も、 卑
近 な 自然 現象 を観 察 した歌 も 、現 実 的 な 写 実 的 表 現 様 式 を 示 して 、新 古 今 風 とは 異 な った 特 徴 を
あ らわ して い る 。 これ は、 鎌 倉 時 代 の芸 術 一 般 を お お っ た現 実 主 義 的風 潮 の所 産 で あ る が 、詳 細
.に 考 察 す る と、 これ らの歌 は 、 写 実 的 とは い え ほ とん どの敢 が 、題 詠 とい う伝 統 的詠 風 の 中で 作
られ 、 写実 的態 度 の奥 に主 観 の色合 いの 認 め られ る もの で あ る。 この派 の 指 導者 、京 極為 兼 の歌
論 と そ の実 作 に徴 して も そ の こ とが 指 摘 され る 。
一 方 この時代の絵 画に眼を転ず ると、例えば 『一 遍 聖絵 』(1299)は 、 画 家 円伊(『 玉:葉集 』
作者)が 一 遍 上 人 巡 礼 の足 跡 を 実 際 に歩 い た 写生 に もと つ い て画 か れ て い る。 従 って これ を 現 存
実 存 の 自然 と比 較 す る とき 、 当 時 の 画 家 が 現 実 の 自然 を どの よ うに写 してい たか がわ か り、 同 時
に これ は、 同一 時 代 思潮 の下 にお け る空 間感 覚 の問 題 と して 、 「玉 葉 」(1312)「 風雅 」,〈1
346)の 歌 人 た ちの 風景 把 握 の様 式 が いか な る もの で あ ったか を 具 体 的 に た しか め る こ とが 可
能 に な る。 こ こで は 『一遍 聖絵 』 中 の 、那 智 の 滝 の 図 と江 の 島 の図 を と りあ げ、 実 際 那智 の滝 ・
江 の 島 との 比 較 を 試 み た が 、精 確 な写 実 的手 法 は 一部 の対 象 に の み施 され 、他 は恣 意 的 な省 略 、
集 合 に よ って 、 画 家 の 主観 を 通 して 風景 構 成 の な され て い る こ と が確 認 で き た。 これ は 、 為 兼 の
歌 論 や 和 歌 お よ び京極 派 歌 人 の歌 が 、 写 実 的表 現 手 法 に よ り な が らも 主観 の 傅彩 の加 わ った もの
で あ っ た こ とと 軌 を一 に す る傾 向 とい え る 。
同 一 時 代 に お い て 、文 芸 と絵 画 と が 全 く無 関係 に発 達 した場 合 で も 、一 時 代 の 美 的 思潮 を 反 映











の享受を通してその想像世界の中に高い詩情 と新 しき絵画性を創造 してゆく過程を追究し、その
叙景歌が、千載 ・新古今への道をひらく確乎たる和歌史的地位を占めていることを明らかにした。
第二節 西行 『聞書集』の 「地獄絵を見て」について
西行の 『聞書集』にみえる 「地獄絵を見て」の連作27首 は、釈教歌の中でも地獄を主題とし
た点に特色がある。従来の研究では 「往生要集』との関係などが指摘されるのみで地獄絵との関
係に論究 したものはなか ったが、本論では、この連作が拠 ったと思われる地獄絵を現存遺品の中
に探 り、それ らの絵画およびその典拠となった仏典等 と、西行の歌との比較考察から、作品形成
の過程を追求 し、その主題 と構想 とを明らかにした。
この連作は大き く二部に分けられ、前半では、 「十界図」などの地獄絵を見ることによって触
発された、自己の罪業に対する深刻切実な自問自答が繰返 されるが、後半は、阿弥陀や地蔵によ







期の 「三十六歌仙絵巻」に至る肖像画の系譜の中にとらえ られるもので和歌史と絵画史 との潮流
が、平蜜末期に至 って合流する接点において考え られる芸術史 上の問題である。
「人麿影供」は、藤原公任(1041没)以 来の人麿尊重の風潮の中で、元永元年(1118)、
六条家の藤原顕季によって創始 されたが、この人麿像は、その子顕輔に相伝され、やがて万葉学
を中心 とする六条家歌風のシンボルとなる。正治(1199以 降)に 入ると 「影供歌合」がおこ
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の影響を うけて中世的性格を帯びるに至るが、一方、平安末期の西宮 ・南宮両度の歌合をは じめ
とする一連の法楽的気分を持った社前での歌合の流れとも合 し、神影をかかげてその前に歌詠み
の座を設けた、鎌倉 ・室町時代の連歌の世界へと連接 してゆ くことになる。
第 四章 屏 風歌 の 研 究 一 和歌 と絵 画 と の交 渉 一
第一 節 屏 風 歌 の 定義
屏 風 歌 は 、平 安 時 代 に 成立 した文 芸 上の 一 様 式 と考 え られ る。 その 定 義 につ い ては 、 これ まで、
玉 上琢 弥 氏 の 「歌人 が 画 中 の 人物 に な って詠 」 んだ とい う説 が行 なわ れ て きた が、 屏 風歌 の さま
ざ ま な事 例 に徴 して、これが概 念 規 定 と して は き わめ て蓋 然性 に乏 しい もの で あ る こ とを 指摘 し、
絵 画 と和歌 との 関 係 か ら、新 た に 、広 義 の 屏 風 歌 と狭 義 の 屏 風 歌 とに 分 け、倭 絵 的表 現 と密 接 に
か か わ りの あ る もの を狭 義の 屏風 歌 と して 、 その 性 格 を 三 種 に分類 し、独 自の様 式 上 の 特 徴 を 確
認 す る こ と によ って 、 そ こに屏 風 歌 の 定 義 を求 め た 。
第 二 節 屏風 歌 の 歴 史 的 消 長
平 安 時代 にお け る屏 風 歌 の 制 作 数 を調 査 す る と、900年 を 境 と して 急 激 に 作 例 を 増 し 、
1000年 まで の一 世 紀 間を 頂 上 と して 、以 後 急 速 に減 少 し、鎌 倉 期 へ と移行 して ゆ く。従 って
屏風 歌 の 考察 に お い ては 、900年 以 降 の 急増 期 と、1000年 を境 とす る激 減 期 に焦 点 をあ
て る こ とが必 要 と な る。
900年 初 頭 は 、漢 詩 や唐 絵 に替 って 和 歌 や 倭絵 が 隆 盛 に 向 った 時期 で あ り、 公私 にわ た る祝
賀 の た め の 屏風 が大 量 に作 られ 、貫 之 ・躬 恒 等 の専 門歌 人 が 屏風 歌の 制作 に応 じた時 期 で あ る 。
1000年 を境 とす る時 期 は 、藤 原 道 長の 政 権 確 立 期 で あ り、 倭 絵 も完 成 度 の高 い 数多 くの作 品
を の こ した 時期 に 当 って い る。 しか るに屏 風 歌 が 急 激 に滅 少 し たの は 、 い か な る理 由に よ る の で
あ ろ う か。
前 述 の よ うに平 安 初期 の 屏 風 歌 は、 賀 の 屏 風 製作 の 増 加 と共 に隆 盛 に 向 った が 、1000年 以
降 は 、 祝賀 に 関す る屏 風 絵 が倭 絵 画壇 の 主 流 か ら後 退 し、 そ の こ とが屏 風 歌 の 制 作数 を著 し く減
ず る結 果 とな った ・ また 貫 之の ご とき卑 官 専 門 の 歌 人 の 消 滅 が、 一 般歌 人 の 屏風 歌 に対 す る意 識
を 変 え させ 、 賀 の屏 風の 讃 に、 古 歌 を用 い る例 も 出て くる よ うに な る。 この倭 絵 完 成 期 に お け る
屏 風歌 激 減 の現 象 は 、政 治 的社 会 的 制 約 の しか ら しめ た もの で は な く、 む しろ芸 術(文 芸 ・絵 画)
自体 の 自律 的 展 開の 中 に そ の要 因 が求 め られ た 。
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第三節 屏風歌の変容
屏風歌はr古 今集』の時代にその様式の確立をみ、 『後撰集』 『拾遺集』に至って表現の多様
化複雑化を示すが、 『後拾遺集』以降、院政期になると、和歌は屏風絵の ごとき他の芸術との合




平安襯 腺 盟 歌は絵を見て詠んだものであ・たが、 「俊成九+の 賀の屏購 」(聾1守)
の ご とき は 、和 歌 を 先 に詠 み 、 これ を 絵 所 に 下 して 画 か せ て いる 。 この時 期の 屏風 歌 は 、平 安 初
期 の そ れ の ご と く、 もは や絵 画 に強 く依 存 す る芸 術 で は な く、新 古 今 風 の 、 観 念 的 に詠 ま れた 想
像 的 な題 詠歌 が 、 その ま ま屏風 歌 と して 色 紙 形 に押 され た の で あ る 。歌 題 と画 題 との 共 通 、 両 者
の素 材 の 共 通 が そ れ を 可能 と した が 、 そ れ は また 同時 に、平 安 朝的 屏風 歌 の 後 焉 を意 味 す る もの
であ った 。
第 五 章 文 芸 と絵 画 と の関 係 に お け る基 礎 的 資料 の検 討
第 一 節 淡 絵 考 一 泥(デ イ)と 淡(タ ム)に つ い て 一
平安時代の倭絵 関係の 資 料 に 散 見 す る 「淡 」 お よ び 「淡絵 」 の訓 お よ び意 味 ・用 法 な どにつ い て、
当時 の文 献 を 渉 猟 し考 察 を 試み た 。
「淡 絵 」 は 「タ ム ヱ」 「ダ ミヱ」 と訓 され る が、 「泥 絵(デ イヱ)」 も 「ダ ミヱ」 と誤 訓 され
か つ 「泥(デ イ)」 と 「淡(タ ム〉 」 とは併 用 され る こ と もあ るの で、 まず 「泥 絵 」 に つ い て 考
察 す る と 「泥 絵 」 と は、(1)金 ま た は銀 の 泥 を用 い て画 い た 絵 で 、(2)「泥 」 は 「薄(箔)」 と関 係
が あ っ て 同義 に も用 い られ 、(3)「 泥 絵 」 に は鮒 金 銀 泥 の み を も って 画 図 した もの と、回 五 彩 と併
用 され た もの との 二 種 が あ り、(ロ}には唐 絵 、 倭 絵 の 両 種 に そ の 事 例 が認 め られ た 。
次 に 「淡 」(タ ム)お よび 「淡絵 」(ダ ミヱ)に ついて みると、タムは単 なる五彩 の設色につ いていうの
ではな く、必 ず金 銀 泥 また は薄(箔)用 いる時 に使用 され 、 「金銀泥薄 を以て 画 く」 あ るい は 「金銀 泥
薄 を 加え て彩 る」 とい う意 味 で あ る こ と がわ か った 。従 っ て 「淡 絵 」 は 、彩 色 に金 銀 泥 箔 を 加 え
て画 いた も ので あ り、 『本 朝 画 史 』 にい う よ う な淡 彩 の 絵 で は ない 。 また 「淡 絵 師」 とい う職 能
も、 淡彩 を 施 す 役 で は な く、金 銀泥 薄 で 「ダ ム」 こ とを 専 業 に した絵 師 で あ った と考 え られ る 。
第 二 節 『最勝 四 天王 院 名所 障 子 和歌 』 は偽 書 か
最 勝 四 天王 院 は 、 承 元 元 年(1207)に 完成 した 後鳥 羽 上 皇 の勅 願 寺 で 、 この 御 堂 の障 子 に
は、 諸 国 の 名 所46か 所 が画 か れ 、 色紙 形 に は 上 皇 以 下10人 の歌 人の 歌46首 が書 かれ た。 こ
の 時 奉 られ た 障 子 和歌 の す べ て(460首)は 、『群 書 類 従 』第 百 七十 一 に 『最 勝 四 天 王 院 障 子 和
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歌 』 と して 収 め られ て い る 。
こ こで 問題 とす る 『最 勝 四天 王 院 名所 障 子 和歌 』 は 、 『続 群 書 類 従 』 第 四 百 一 所 収 の もの で、
内容 は 、 最勝 四天 王 院 落 成 よ り12年 後 の 承久 元 年(1219)、 上皇 が 同院 に御 幸 の 折 、前 記
の 名 所 障 子絵 を題 と して 和歌 会 を催 され た時 の 記録 で 、 『新 古 今 集 』 の 主 要 歌 人 が含 まれ て い る
関係 上 、 『大 日本 史 料 』 に も全 文 が収 め られ て い る 。 しか し、 その 内容 を 詳 細 に 検 討 す る と、 さ
ま ざ まな疑 義 が 見 出 され るの で 、数 項 にわ た って調 査 を 試 み た 結 果 、後 代 の 創 作 的偽 書 で あ る こ
と が明 らか に な った 。
本 文 は 松平 文 庫 本 を 紹 介 し、(1〕承 久 元 年10,月 莞0日 に、 最 勝 四 天 王 院 は す で に三 条 白 川 に存
在 しな か った の で は な い か とい う こ と。{2)こ の 「承久 元 年 名 障 子 和 謝 は 、最 勝 四 天王 院 の 障 子
絵 を 題 と して詠 ま れ た もの で あ るの に、 その も とにな った 「承 元元 年 障 子 和 歌」 と、名 所 や季 ・
景 物 な ど が大 部分 一 致 しな い こ と。〔31出詠 歌 人 の 官 位 の 記載 に 誤 記 の 多 す ぎ る こ と。(4}和 歌 は『新
古 今 集』 入 集歌2首 が使 わ れ て い る以 外 、 他 の32首 は平 安'鎌 倉 時代 の勅 撰 集 ・私 撰 集 ●私 家
集 な ど に見当 らな いの で、 恣 意 的 な偽 作 では ない か と推 定 され る こ と。〔5}文芸 と して の形 態 が 、
和歌 史上 他 に類 似 した もの を 見 出せ ない もの で あ る こ とな どの 諸 点 か ら、本 書 が 恣意 的創 作 的 な
疑 書 で あ る こ とを立 証 した。本 書 は その 内容 か ら推 して 、 源通 光 に縁 の 深 い人 物 に よ る建 治 元 年
(1275)以 降 の 偽 作 と考 え られ る。
以 上 、 日本 文芸 と 日本 絵 画 の 特 質 を しる し、 この 両者 の 関 係の 諸 相を 、〔1〕絵 画 の 文芸 性 ・思 想
性 。(2}文芸 の 絵 画 性 。(3}文 芸 意 識 に 及 ぼ した 絵 画 の影 響 な どの 観 点 か ら、 日本 文 芸 の 歴 史 の 中 に
探 り、顕 著 な諸 例 を と り あ げて 、そ の 考 察 を 試 みた 。 また 、上 記 の諸 問 題 を 考 究 す る上 で の 基礎
的資 料 で あ る 「淡 絵」 の 訓 や 意 味 ・用 法 お よ び 『最 勝 四天 王 院 名 所 障 子 和 歌 』 の 偽 書 性 の 問 題 を
明 らか に したの で 、 これ を報 告 した 。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨









映が認め られるとし、次に、 『粉河寺縁起絵巻』の成立過程を考察 して、主人公の運命を叙する
上で劇的な構成のなされていることを指摘 している。







な叙景歌の創造に影響 したとし、西行の 「地獄絵をみて」の連作を現存の地獄絵及びその典拠 と
なった仏典と照 らし合せて、その形成過程と主題 ・構想を明 らかにし、また、人麿の画像を掲げ
て供養 し歌会を催す人麿影供の行事は、平安末期の文芸史と絵画史 との交流する接点において、
その意義が捉え られるべきであると論 じている。









料を巨細に調査検討 し、独自の着眼点か ら諸問題を解明 して、従来乏しかった、文芸史 と絵画史
との相交わる領域の研究に新生面を開いており、学界に寄与するところが少なくない。斎藤茂吉
の短歌及び短歌観 と絵画との関係を考察 した参考論文 「近代における文芸 と絵画の相関性の研究」
と相ま って、筆者がす ぐれた研究能力と学識を具えていることを示 している。
以上の理由によって、本論文の提出者は、文学博士の学位を授与されるに十分な資格を持つ者
と認 められる。
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